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１

　今号の話題

　◯ FLY HIGH fes.2026 開催

　　空港開港１００年に音楽で華　

　◯支笏湖チップ釣り解禁

　　釣果は昨年比低調、今後に期待

　◯グリーンベルトまつり開催

　　市内中心部ににぎわい

催
。
初
夏
の
支
笏
湖
を
満
喫
す
る
恒
例

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ま
つ
り
は
、
千
歳
機
甲
太
鼓
の
勇
壮

な
演
奏
で
幕
開
け
し
ま
し
た
。
千
歳
中

学
校
吹
奏
楽
部
も
音
色
を
奏
で
、
千
産

千
唱
ア
イ
ド
ル
「
シ
ャ
オ
ニ
ャ
ン
」、、

ア
ク
タ
ー
ズ
ス
タ
ジ
オ
北
海
道
所
属

の
小
学
生
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
エ
ン

ジ
ェ
ル
シ
ス
タ
ー
」
な
ど
が
ス
テ
ー
ジ

で
歌
と
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
千
歳
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
保
存
会

に
よ
る
「
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
披
露
」
が

伝
統
舞
踊
を
披
露
し
た
ほ
か
、
札
幌

在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
、
札
幌
観
光
大
使
の
ふ
み
さ
ん
が

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
電
気

　

支
笏
湖
の
初
夏
を
彩
る
「
支
笏
湖

チ
ッ
プ
ま
つ
り
～
第
76
回
支
笏
湖
湖
水

ま
つ
り
～
」
が
６
月
21
日
、
支
笏
湖
温

泉
の
み
な
も
あ
パ
ー
ク
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

観
光
連
盟
が
事
務
局
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
国
立
公
園
支
笏
湖
運
営
協
議
会
主

自
動
車
な
ど
の
展
示
を
は
じ
め
、
支
笏

湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
木
片
や
木

の
実
を
使
っ
た 

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ

ト
体
験
」
な
ど
を
実
施
。

　

会
場
内
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
並

び
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
カ
レ
ー
パ
ン
、

コ
ー
ヒ
ー
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ

う
人
も
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ま
つ
り
会

場
を
は
じ
め
支
笏
湖
商
店
街
や
湖
畔
も

多
く
の
人
出
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
か
ら
解
禁
さ
れ
た
支
笏
湖

チ
ッ
プ
の
塩
焼
き
が
提
供
さ
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
今
年
は
不
漁
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

支
笏
湖
チ
ッ
プ
ま
つ
り
開
催

グ
ル
メ
と
ス
テ
�
ジ
イ
ベ
ン
ト
　

支
笏
湖
の
初
夏
を
飾
る

塩
焼
き
提
供
�
不
漁
で
中
止

千歳機構太鼓の演奏でまつりが幕あ

けしました

ずらりと並んだキッチンカーのグルメ

を来場者が堪能しました



２

FLY HIGH fes. ２０２６

初
夏
を
熱
く
盛
り
上
げ
ま
し
た
。　
　

　

同
実
行
委
主
催
。
千
歳
市
空
港
開
港

１
０
０
年
の
節
目
を
記
念
し
、
千
歳
に

生
き
る
人
た
ち
を
主
役
と
し
て
、音
楽
・

食
・
ア
ウ
ト
ド
ア
・
体
験
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
市
民
参
加
型
の
総
合
フ
ェ
ス

で
す
。

　

タ
イ
か
ら
来
日
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
４
Ｅ
Ｖ
Ｅ 

、
佐
藤
三
兄
弟
、
き
い

や
ま
商
店
、N

M
B

48
、　SO

IL

＆

〝PIM
P

〟SESSIO
N

S

が
出
演
。
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
タ
イ
ト
ル
未
定
、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
松
浦
航
大
さ

ん
、
山
崎
あ
お
い
さ
ん
と
い
っ
た
、
北

海
道
ゆ
か
り
の
出
演
者
に
フ
ァ
ン
か
ら

の
歓
声
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
り
を
務
め
た
の
は
米
米
ク
ラ
ブ
の

ボ
ー
カ
ル
、
石
井
竜
也
さ
ん
。
伸
び
や

か
な
歌
声
を
千
歳
の
大
空
に
響
か
せ
、

ヒ
ッ
ト
曲
「
浪
漫
飛
行
」
で
は
盛
り
上

が
り
が
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
豚
丼
、
ス
ー
プ
カ

レ
ー
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る

　

千
歳
市
空
港
開
港

１
０
０
年
記
念
音
楽

フ
ェ
ス
「FLY H

IGH
 

fes.

２
０
２
６
」
が

６
月
20
日
、
日
本
航

空
大
学
校
北
海
道
新

千
歳
空
港
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
米
米
ク
ラ
ブ
の

石
井
竜
也
さ
ん
の
ほ

か
、
北
海
道
ゆ
か
り

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら

が
出
演
し
、
節
目
の

年
を
迎
え
た
千
歳
の

　

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
ま

つ
り
が
６
月
６
日
、
７

日
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
千
代
田
町
つ
ど
い
の

広
場
、
幸
町
お
ま
つ
り

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

千
歳
市
環
境
整
備
事

業
協
同
組
合
主
催
、
観

光
連
盟
な
ど
が
後
援
し

て
い
ま
す
。
都
市
公
園

の
指
定
管
理
者
を
務
め

る
同
組
合
と
し
て
、
市

民
が
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

み
合
わ
せ
た
総
合
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
体
験

「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ボ
ル
ダ
ー
」
な
ど
の

体
験
ブ
ー
ス
が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
日
本
航
空
大
学
校
北
海

道
新
千
歳
空
港
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
が

案
内
係
と
し
て
活
躍
す
る
な
ど
、
日
頃

か
ら
学
ん
で
い
る
接
遇
技
術
を
発
揮
し

ま
し
た
。

飲
食
ブ
ー
ス
は
大
に
ぎ
わ
い
。「
プ
レ

イ
パ
ー
ク
＆
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
ゾ
ー
ン
で

は
、
水
上
に
浮
か
べ
た
ボ
ー
ド
の
上
に

立
っ
て
パ
ド
ル
で
進
行
す
る
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体

験
、
壁
を
登
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
と
、
身

体
を
使
っ
て
進
む
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
組

グリーンベルトまつり開催
　中心部ににぎわいもたらす

空のまち千歳　音楽で彩る
FLY HIGH fes. ２０２６　開催

フェス当日、会場上空は千歳らし

い晴天に恵まれました

S Ｕ P 体験は子どもたちに大人気

ステージでは華やかなダンスなどが

披露



３

初
夏
を
熱
く
盛
り
上
げ
ま
し
た
。　
　

　

同
実
行
委
主
催
。
千
歳
市
空
港
開
港

１
０
０
年
の
節
目
を
記
念
し
、
千
歳
に

生
き
る
人
た
ち
を
主
役
と
し
て
、音
楽
・

食
・
ア
ウ
ト
ド
ア
・
体
験
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
市
民
参
加
型
の
総
合
フ
ェ
ス

で
す
。

　

タ
イ
か
ら
来
日
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
４
Ｅ
Ｖ
Ｅ 

、
佐
藤
三
兄
弟
、
き
い

や
ま
商
店
、N

M
B

48
、　SO

IL

＆

〝PIM
P

〟SESSIO
N

S

が
出
演
。
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
タ
イ
ト
ル
未
定
、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
松
浦
航
大
さ

ん
、
山
崎
あ
お
い
さ
ん
と
い
っ
た
、
北

海
道
ゆ
か
り
の
出
演
者
に
フ
ァ
ン
か
ら

の
歓
声
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
り
を
務
め
た
の
は
米
米
ク
ラ
ブ
の

ボ
ー
カ
ル
、
石
井
竜
也
さ
ん
。
伸
び
や

か
な
歌
声
を
千
歳
の
大
空
に
響
か
せ
、

ヒ
ッ
ト
曲
「
浪
漫
飛
行
」
で
は
盛
り
上

が
り
が
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
豚
丼
、
ス
ー
プ
カ

レ
ー
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る

と
親
し
む
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
毎
年
企

画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
つ
り
で
は
重
機
へ
の
試
乗
体
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ス
カ
イ
マ
ス
タ
ー（
高

所
作
業
車
）
へ
の
乗
車
は
親
子
連
れ
か

ら
人
気
を
集
め
、
ミ
ニ
重
機
乗
車
体
験

も
、
小
型
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
シ
ョ
ベ

ル
カ
ー
と
い
っ
た
、
普
段
は
体
験
で
き

な
い
乗
り
心
地
に
記
念
撮
影
を
す
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

場
内
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
並
び
来

場
者
は
グ
ル
メ
を
満
喫
。
ダ
ン
ス
や
バ

ン
ド
演
奏
、
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
チ
ー

ム
演
舞
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

支
笏
湖
チ
ッ
プ
釣
り
が
６
月
１
日
、

今
季
の
解
禁
を
迎
え
ま
し
た
。
初
日
は

釣
り
が
で
き
る
午
前
３
時
を
過
ぎ
る
と

午
前
６
時
ま
で
に
１
４
４
隻
が
続
々
と

出
船
。
６
月
下
旬
ま
で
の
釣
果
は
あ
い

に
く
の
不
調
で
す
。
今
後
の
回
復
に
期

待
が
か
か
り
ま
す
。

　

支
笏
湖
チ
ッ
プ
の
ふ
化
・
増
殖
事
業
、

資
源
管
理
は
千
歳
市
の
委
託
で
支
笏
湖

漁
業
協
同
組
合
が
担
っ
て
い
ま
す
。
資

源
保
護
の
た
め
、
解
禁
日
は
毎
年
６

～
８
月
の
３
か
月
間
と
限
定
。
釣
り
が

で
き
る
解
禁
区
域
は
ポ
ロ
ピ
ナ
イ
、
モ

ラ
ッ
プ
、
美
笛
の
３
か
所
。
漁
に
は
同

漁
協
が
販
売
す
る
遊
漁
券
を
購
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
動
力
船
の
利
用

に
も
事
前
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

解
禁
日
初
日
は
朝
か
ら
出
船
し
た
釣

り
人
が
、船
に
何
本
も
の
釣
竿
を
立
て
、

湖
面
に
糸
を
垂
ら
し
ま
し
た
。
エ
サ
は

サ
シ
や
イ
ク
ラ
な
ど
で
、
長
年
の
経
験

者
は
独
自
の
仕
掛
け
で
勝
負
を
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
釣
果
は
人
に
よ
っ
て
ま

ち
ま
ち
で
す
が
、例
年
よ
り
も
少
な
く
、

型
も
や
や
小
さ
め
と
の
こ
と
で
す
。

　

支
笏
湖
チ
ッ
プ
（
ヒ
メ
マ
ス
）
は

サ
ケ
科
の
淡
水
魚
で
、
紅
ザ
ケ
が
湖

沼
残
留
型
で
す
。
阿
寒
湖
原
産
で
、

１
８
９
４
年
明
治
27
年
）
に
支
笏
湖
に

移
植
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
ど
よ
く
脂
が

乗
っ
て
い
て
、
刺
身
で
食
べ
る
と
お
い

し
さ
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
。

例
年
で
あ
れ
ば
、
塩
焼
き
、
天
ぷ
ら
、

フ
ラ
イ
な
ど
と
し
て
支
笏
湖
畔
の
商
店

や
温
泉
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
ほ
か
、
千
歳

市
内
の
中
心
市
街
地
や
札
幌
市
内
の
飲

食
店
等
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
笏
湖
チ
ッ
プ
は
、
そ
の
美
味
を

き
っ
か
け
に
千
歳
、
支
笏
湖
へ
の
誘
客

を
促
す
貴
重
な
観
光
資
源
で
す
。
観
光

連
盟
で
は
道
内
外
で
支
笏
湖
チ
ッ
プ
を

発
信
し
、
誘
客
に
つ
な
が
る
よ
う
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

支
笏
湖
チ
ッ
プ
釣
り
解
禁

地
域
の
名
産
　
今
後
の
釣
果
に
期
待

６
月
１
日
の
解
禁
　
出
船
続
々

重機試乗体験が人気を集めまし

た



　編集後記

４

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

自
宅
の
近
く
に
千
歳
川
が
あ

り
、
休
日
は
時
間
が
あ
れ
ば
散

歩
し
て
い
ま
す
。
早
朝
は
鳥
た

ち
が
さ
え
ず
り
と
て
も
に
ぎ
や

か
で
、
市
民
生
活
と
自
然
の
近

さ
に
豊
か
さ
を
感
じ
る
夏
の
初

め
。
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
も
元
気
に

鳴
い
て
い
ま
す
。

　

５
月
31
日
の
早
朝
、
散
歩
中
、

川
沿
い
の
遊
歩
道
を
ず
っ
と
歩

い
て
い
く
か
、
青
葉
公
園
へ
と

つ
な
が
る
お
は
よ
う
橋
を
渡
っ

て
森
林
浴
を
し
よ
う
か
―
な
ど

と
考
え
、
こ
の
時
は
前
者
を
選

択
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
選
択
を
し
た
ほ

ぼ
同
時
刻
、
公
園
内
で
は
ヒ
グ

マ
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
と

知
っ
た
の
は
、
数
時
間
後
に
市

の
公
式
ラ
イ
ン
で
の
こ
と
。
千

歳
は
本
当
に
、
自
然
と
身
近
な

ま
ち
で
す
。
ど
う
ぞ
気
を
付
け

て
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。（
ひ
）

▼
ス
カ
イ
・
ビ
ア
＆YO

SAKO
I

祭

（
２
０
２
６
年
７
月
18
～
20
日
、グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
お
ま
つ
り
広
場
、
つ
ど
い
の

広
場
、
緑
の
広
場
）
全
道
か
ら
集
結
し

た　

YO
SAKO

I

チ
ー
ム
に
よ
る
演
舞

及
び
パ
レ
ー
ド
の
ほ
か
、
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
北
海
道
千
歳
工
場
産
の
ビ
ー
ル
を
楽

し
む
恒
例
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
多
彩
に
開
催
さ

れ
、
千
歳
夏
祭
り
の
皮
切
り
と
な
る
大

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
第
26
回YO

SAKO
I

ソ
ー
ラ
ン
ち
と
せ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、

予
選
は
18
日
に
栗
山
駅
前
通
り
商
店

街
、
駅
前
煉
瓦
創
庫
く
り
ふ
と
で
、
本

選
を
19
日
に
千
歳
市
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

お
ま
つ
り
広
場
で
行
い
ま
す
。

▼
千
歳
市
民
花
火
大
会
（
２
０
２
６
年

７
月
25
日
午
後
７
時
45
分
～
、
北
千
歳

駐
屯
地
）
同
実
行
委
員
会
主
催
、
観

光
連
盟
協
力
。
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
約

４
０
０
０
発
の
打
ち
上
げ
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
入
場
時
に
は
手
荷
物
検
査
を

行
い
ま
す
。
駐
車
場
は
な
い
た
め
、
公

共
交
通
機
関
を
用
い
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
荒
天
時
は
翌
日
に
順
延
さ

れ
ま
す
。

▼

C
H

IT
O

S
E

　

R
IV

E
R

 C
IT

Y 

PRO
JECT 

× 

ち
と
せ
川 

ビ
ー
ル
祭
り

（
２
０
２
６
年
８
月
６
日
～
９
日
、
千

歳
川
沿
い
河
畔
公
園
、
親
水
公
園
、
河

川
敷
）
同
実
行
委
員
会
主
催
、
グ
ル
メ

の
出
店
や
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
清
流
下
り
の
ほ
か
、
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
予
定
し
て

お
り
、
千
歳
川
沿
い
で
夏
を
満
喫
で
き

ま
す
。

▼
千
歳
基
地
「
航
空
祭
」（
２
０
２
６

年
９
月
６
日
、
航
空
自
衛
隊
千
歳
基

地
）
航
空
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
認

識
を
深
め
る
た
め
に
航
空
自
衛
隊
千
歳

基
地
が
主
催
す
る
祭
で
す
。
毎
回
、
政

府
専
用
機
や
Ｆ
15
戦
闘
機
の
飛
行
を
は

じ
め
、
自
衛
隊
機
の
地
上
展
示
な
ど
を

行
い
、
道
内
外
の
航
空
自
衛
隊
フ
ァ
ン

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

千
歳
市
は
、
イ
オ
ン
千
歳
店
内
に
観

光
案
内
ブ
ー
ス
を
８
月
下
旬
ま
で
の
期

間
限
定
で
開
設
し
ま
し
た
。
観
光
Ｐ
Ｒ

冊
子
や
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
を
置
く
な

ど
、
人
通
り
の
多
さ
を
生
か
し
て
市
内

の
観
光
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

案
内
ブ
ー
ス
は
空
き
区
画
を
活
用
し
。

サ
イ
ネ
ー
ジ
で
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
を
常
時

放
映
し
、
千
歳
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
用

意
し
て
い
ま
す
お
買
い
物
の
際
は
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

イ
オ
ン
内
に
観
光
案
内

期
間
限
定
で
設
置


